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ヘルプマン！

くさか 里樹 (著)
726.1 / ｼﾞ

最近福祉の分野に興味を持ち始めた
のですが、資格の勉強をしたいわけでも
ないし難しい本を読んで福祉の理論を理
解したいわけでもない…。という気持ちで
どんな本から手をつけていいか考えあぐ
ねていたときにたまたま見つけたこの漫
画。
ギャグ漫画のようなテイストですが日本
社会に蔓延る介護の問題の本質まで、
かなり深いところまで描かれている（と思
われる）漫画です。かなり面白いのでは
まりすぎ注意です！！

健康で文化的な
最低限度の生活

柏木 ハルコ (著)
726.1 / ｶ

こちらも『ヘルプマン！』と同様、福祉の
ことをよく知らない時期に読んだ漫画です。
「健康で文化的な最低限度の生活」は
日本国憲法において保障されている個々
人の権利ですが、まず「健康で文化的な
最低限度の生活」ってなに？そしてそれ
は誰が、どのように守っているのか。
全然他人事じゃない、現実感溢れるス
トーリーの漫画です。

スプートニクの恋人

村上 春樹 (著)
913.6 / ﾑ

小学校の教師を務める「ぼく」と、ぼくが
愛する「すみれ」。この物語はぼくに視点
がおかれたすみれとの「ラブ・ストー
リー」として知られているようです。
ですが、ぼくの考え方やすみれの豊か
な表現、そして彼らの会話ででてくる音
楽など「ラブ」の以外にも楽しめる要素は
たくさんあります。
ゆっくりとした日常から予想もできない
展開になりますが、ストーリー全体に、そ
こはかとなく漂う気品があります。読了し、
結果を知ったうえでも読み直したくなる一
冊です。

近年メディアに多く取り上げられるよ

うになった「SDGs」。SDGsと聞くとクリー
ンなイメージがわき、それを実践してい
ることを詠う企業や個人にはポジティブ
な印象を感じるかもしれません。
しかし、ただ盲従的に「SDGs」を実践し
ているだけではあまり意味がない、もし
くはその肯定感ゆえにさらに地球環境
の悪化へと繋がってしまうと本書では主
張します。
「環境問題」や「SDGs」の本当の問題
点を明らかにし、それらを超克するため
のヒントを与えてくれます。少し難しい章
もありますが、難しいところは飛ばしな
がらでも、読んで損はないと思います！

人新世の「資本論」

斎藤 幸平 (著)
331.3 / ｻ

上野先生、勝手に
死なれちゃ困ります
僕らの介護不安に
答えてください

上野 千鶴子、古市 憲寿 (編)

369.26 / ｳ

上野千鶴子と彼女の元教え子の古
市憲寿による対談を書いた本です。親
子ほどの年の差がある二人の社会学
者が、現代日本が抱える介護の問題
を中心に家族やジェンダー、福祉制度
などについて語ります。
対談のなかでそれぞれの著書の内
容をもとに話を進めることもあるため、
気になった方はその本を読んでみると
さらに介護や福祉の問題について理
解が深まるかもしれません。
戦後の時代を生き抜いた上野千鶴
子の厳しい言葉と現代の「若者」であ
る古市憲寿のクールな態度の掛け合
いが面白いです！ぜひ読んでみてくだ
さい！

小説8050

林 真理子(著)
913.6 / ﾊ

最近話題の「8050問題」に関心をもって
いたので読んでみました。中学生のとき
に引きこもり、７年間引きこもりつづける
息子をもつ大澤家。隣近所が「8050」状
態にあったことを知ったことをきっかけに
息子を引きこもりから脱却させようと父は
奮闘します。しかし引きこもった息子には
簡単には癒せない大きな傷がありました。
「8050問題」の現状を風刺的に描いた
小説かと思いきや、そうではありません。
ですが、現代の家族のあり方、家族との
向き合い方について考えられる本です。

精神科での治療といえば薬を処方し
たり患者の話を聞いたり…といったもの
をイメージしますよね。この本の舞台は
精神科であるため、少し暗い話なのでは
ないかと考える方もいると思いますが、
まったくそんなことありません。むしろそ
の反対です。
伊良部医師は注射見たさにビタミン注射
はしますが、処方箋はだしません。とりあ
えず話は聞きますが親身に聞き入ったり
はしません。彼はときに、一見患者の症
状を悪化させそうな「治療」をも行います。
果たして伊良部医師は優秀な医者な
のかそれとも藪医者なのか、コミカルな
ストーリを楽しみながらぜひ皆さんで判
断してみてください。

空中ブランコ、町長選挙

奥田英朗 (著)
913.6 / ｵ

てぃるる２階図書室
カウンター前に
設置しています！
ぜひ見てみて
ください！


